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卒業年次生に対する学修成果達成度調査の実施について 

 

短大企画運営会議 

 

 本学では平成30年に３ポリシーの見直しを実施しPDCAサイクルのシステムを確立した。このP

DCAサイクルにおいて、学修成果の評価指標の一つとして学生自身による学修達成度評価を掲

げており、すでに「ポートフォリオ学修支援システム」において半期毎に学生による履修科目毎の自

己評価が実施・蓄積され学生指導・教育改善に活用されているところである。本学の教育・研究環

境のさらなる向上を目的として、この科目毎の学修達成度の自己評価を総括するための在学期間

全体を通した学修成果の達成度調査を実施する。 

 

実施方法 

 

調査対象 

 別府大学・別府大学短期大学部 卒年次生 

 

調査期間 

 ２０２５年１月６日～３月１９日 

 

調査内容 

 別紙 

 

調査方法 

moodleのアンケート機能により実施 

 webで一定期間実施し、未回答者は試験期間や卒論発表等で個別指導する。さらに

成績発表、卒業式での回答を強く指導することで回答率９５％以上をめざす。 
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別府大学短期大学部 卒業時アンケート内容 

 

この調査は卒業される予定の学生の皆さんに大学での学修を振り返ってもらうことで、本学が定めた

学位授与の方針（Diploma Policy : DP）の達成度を皆さん自身に評価してもらうものです。入学時

からの自身の成長や、これからの社会生活で求められる能力を思い浮かべて回答してください。また、

学生生活の様々な活動を振り返り、後輩や教職員への意見・感想もあわせて記入してください。 

調査結果は本学の教育・研究の改善のために活用されます。 

 

DPについて 

1. 思考力、判断力、表現力などは身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

2. 建学の精神をこれからの社会生活で実践しようと思いますか。 

（かなり思う、ある程度思う、どちらともいえない、あまり思わない、ほとんど思わない） 

3. 独立した主体的な人間として判断や行動をとることができますか。 

（十分できる、ある程度できる、どちらともいえない、あまりできない、ほとんどできない） 

4. 人間の探究についての教養は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

5. 自然の摂理についての教養は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

6. 社会の文化についての教養は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

7. 情報リテラシーは身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

8. 外国語リテラシーは身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

9. 運動や健康維持・増進についての基本的なリテラシーは身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

10. あなたが学んだ専門分野の知識や技術を生かして、社会でどのような役割を担うことが期待さ

れているかを理解していますか。 

（十分理解している、ある程度理解している、どちらともいえない、あまり理解していない、ほと

んど理解していない） 

11. 専門分野の知識や技術は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

12. 論理的に考え分析する能力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

13. 常に自らの学びを省察し課題を見つけて改善することができる能力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと
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んど身につかなかった） 

14. 組織での活動においてリーダーシップを発揮する力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

15. 他者と協調しながら目標を達成する力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

16. 自分の考えを的確かつ巧みに文章或いは口頭で表現する力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

17. 場面にふさわしい言葉遣いやマナー、振る舞い、豊かなコミュニケーション力は身につきました

か。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

18. 国内的・国際的な動向や問題に幅広い関心をもつ力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

19. 図書やICT機器を用いて必要な情報を収集できる力は身につきましたか。 

（かなり身についた、ある程度身についた、どちらともいえない、あまり身につかなかった、ほと

んど身につかなかった） 

 

学生生活全体の振り返りと大学・後輩への意見 

1. 在学中に力を入れて取り組んだことを挙げて下さい（複数選択可） 

1. 大学の勉強 2. クラブ・サークル・研究会活動 3. 資格の取得 4. 留学 5. アルバイト 6. ボ

ランティア活動 7. インターンシップ 8. スポーツ 9. 留学生との交流 10. 友人づくり 11. 学園

祭 12. その他 

2. 本学での学びをとおして「自身が成長できた」と実感しますか。また、その理由を教えてくださ

い。（自由記述） 

☐はい ☐いいえ ☐不明 

3. 卒業後の進路は希望に沿ったものですか。 

希望通り、ある程度希望通り、あまり希望通りではない、全く希望通りではない 

4. 大学で学んだことが進路において役立つと感じていますか。 

かなり役立つ、ある程度役立つ、あまり役立たない、ほとんど役立たない 

5. 大学に期待すること（自由記述） 

6. 卒業する学科に期待すること（自由記述） 

7. 後輩へのメッセージ（自由記述） 

 

 

 

卒業後の連絡先に関するアンケート 

 以降は、卒業後の連絡先に関するアンケートです。アンケートにより収集する連絡先情報は、次の利用

目的に従い適切に利用します。法令等は定めがある場合を除き、連絡先情報をこの利用目的の範囲を

超えて第三者に提供することはありません。 
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・卒業生アンケートの実施のため 

・卒業生の進路の把握のため 

・大学・短大からの卒業生への連絡のため 

 

 1. 携帯電話番号（ハイフン(-)を入れて半角で記入してください） 

 2. 個人のメールアドレス（学籍番号@s.beppu-u.ac.jp以外のメールアドレス） 

 3. 卒業後の住所（決まっていれば回答してください） 

 4. 保護者の住所 

 5. 保護者の電話番号（ハイフン(-)を入れて半角で記入してください） 
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令和6年度 卒業年次生に対する学修成果達成度調査 回答実績 

 

各学科の卒業者数と調査回答数と回答率を下の表にまとめた。 

短大全体での回答実績は98%となった。 

 

 

卒業年次生に対する学修成果達成度調査結果の分析 

 

各質問において、「かなり身についた」（5点）、～「ほとんど身につかなかった」（1点）としたときの回

答全体の平均点および回答分布から卒業年次生の学修成果達成度を確認した。各質問はDPと対

応しており、調査結果をDP達成度の観点から分析した。(カッコ内の数値は過去3年分2023,20

22,2021の結果) 

 

ディプロマ・ポリシー 

１．教養（人間性の形成に資する幅広い知識、技能） 

 

DP1(1)の評価 

質問1「思考力、判断力、表現力などは身につきましたか。」 

平均4.28(4.22, 4.21, 4.10)  

質問2「建学の精神をこれからの社会生活で実践しようと思いますか。」 

平均4.09(3.93, 4.00, 3.91) 

質問3「独立した主体的な人間として判断や行動をとることができますか。」 

平均4.13(4.09, 4.15, 4.09)  

 

全ての質問項目において昨年を上回っている。数値の変動はあるものの経年変動の範囲内であ

り、3項目全体において上位評価である「かなり身についた」「ある程度身についた」と回答する上

位評価者率は87％と高い水準であるためDP1（１）「短期大学の教育に必要な知識・技能と思考

力・判断力・表現力などの基礎的な素養を身につけ、建学の精神及び教育目的・教育目標等を理

解している。」の達成状況は良好であると判断できる。 

 

DP1(2)の評価 

質問4「人間の探究についての教養は身につきましたか。」 

平均4.13(4.10, 4.07, 4.01)  

質問5「自然の摂理についての教養は身につきましたか。」 

平均4.02(3.94, 3.91, 3.85)  

質問6「社会の文化についての教養は身につきましたか。」 

平均4.09(3.99, 4.06, 3.90)  

所属学科 卒業生数 回答数 未回答数 回答率

食物栄養科 39 37 2 95%

初等教育科 190 188 2 99%

専攻科　初等教育専攻 10 10 0 100%

計 239 235 4 98%
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全ての質問項目で昨年より向上が確認できる。上位評価者割合は全体の84％と依然として高い

ことから、DP1(2)「人間の探究や自然の摂理、社会の文化などの基礎的教養を身につけている。」

の達成状況は良好であると判断できる。 

 

 

DP1(3)の評価 

質問7「情報リテラシーは身につきましたか。」    平均3.97(3.82, 4.03, 3.93)  

質問8「外国語リテラシーは身につきましたか。」   平均3.42(3.18, 3.46, 3.40) 

 

 

どちらの質問も昨年を上回っている。生成AI時代を見据えた学生の前向きな学修姿勢が反映され

た回答であると思われる。外国語リテラシーについては上位評価者割合が51.5%(昨年48％)と

向上しているが、習熟度別クラス以外の取組を検討する必要が生じている。情報リテラシーと外国

語リテラシーを合わせた上位評価者割合は64％であり、DP1(3)「情報処理や外国語などの基本

的なリテラシーを身につけている。」の達成状況はやや不十分である。 

 

 

DP1(4)の評価 

質問9「運動や健康維持・増進についての基本的なリテラシーは身につきましたか。」 

 平均4.17(3.97, 4.07, 4.05)  

 

健康に関するリテラシーについては昨年より向上し、上位評価者割合は87％と高い状態を維持し

ていることから、DP1（4）「運動と健康維持・増進などの活動を実践する基本的な技能を身につけ

ている。」の達成状況は良好であると判断できる。 

 

 

ディプロマ・ポリシー 

２．専門力（専門に関する基本的な知識・技能） 

 

DP2の評価 

質問10「あなたが学んだ専門分野の知識や技術を生かして、社会でどのような役割を担うこと

が期待されているかを理解していますか。」     

平均 4.36(4.36, 4.36, 4.20)  

質問11「専門分野の知識や技術は身につきましたか。」  

平均4.36(4.30, 4.33, 4.16)  

 

専門教育については極めて高い評価結果である。専門知識を生かした就職も堅調であり、上位評

価者数の割合は95%とほとんどの学生が専門的知識・技能に自信を持っていることが分かる。以

上のことからDP2＜社会的意義＞及びDP2＜職業生活で評価される能力＞の達成状況は良好

であると判断できる。 
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ディプロマ・ポリシー 

３．汎用力（社会で活躍できる汎用性のある能力） 

 

DP3(1)思考力の評価 

質問12「論理的に考え分析する能力は身につきましたか。」 

平均4.09(4.03,4.06, 3.91)  

質問13「 常に自らの学びを省察し課題を見つけて改善することができる能力は身につきました

か。」      平均4.14(4.06,4.15, 4.01)  

 

全学共通テキスト「クリティカルシンキング・ロジカルライティング」を活用し、論理的思考法や学習

方法改善について複数授業に拡大する取り組みを行っており、効果が定着してきた。全体的に評

価が改善し、上位評価者数の割合は87％と高い水準を維持しており、多くの学生が思考力の定着

を実感できていることがわかる。全般的にDP3（１）思考力の達成状況は良好であると判断できる。 

 

DP3(2)実行力の評価 

質問14「組織での活動においてリーダーシップを発揮する力は身につきましたか。」 

      平均3.96(3.84,3.87, 3.90)  

質問15「他者と協調しながら目標を達成する力は身につきましたか。」 

平均4.37(4.36 ,4.29, 4.20)  

 

リーダーシップ、他者と協調のどちらの項目も昨年を上回っている。上位評価者数の割合84％と

良好である。質問14の結果から、リーダーシップの発揮にはやや評価が低い傾向があるが、上位

評価者率は77％であり多くの学生が成長を実感している。以上のことから、DP3(2)実行力の達

成状況は良好であると判断できる。 

 

DP3(3)表現力の評価 

質問16「自分の考えを的確かつ巧みに文章或いは口頭で表現する力は身につきましたか。」

      平均4.11(3.96 ,3.98, 3.96)  

質問17「場面にふさわしい言葉遣いやマナー、振る舞い、豊かなコミュニケーション力は身につ

きましたか。」     平均4.27(4.19,4.20, 4.13)  

 

表現力については高い評価を維持している。上位評価者率は86％と良好である。以上のことから

DP3(3)表現力の達成状況は良好であると判断できる。 

 

DP3(4)情報力の評価 

質問18「国内的・国際的な動向や問題に幅広い関心をもつ力は身につきましたか。」 

      平均3.91(3.70 ,3.82, 3.74)  

質問19「図書やICT機器を用いて必要な情報を収集できる力は身につきましたか。」 

      平均3.92(3.77 ,3.91, 3.79)  
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どちらの項目も向上している。他の項目と比較するとやや数値が低いが、上位評価者数の割合は7

6％と多数の学生は肯定的であることから、DP3(4)情報力の達成状況は良好であると判断でき

る。 

 

「大学全体の振り返りと大学・後輩への意見」 

 

質問「在学中にあなたが特に力を入れて取り組んだこと」で「大学の勉強」の回答数がアルバイトに

僅差で1位となり、例年どおり本学の学生が学業に真摯に取り組む姿勢が維持されている。「在学

中に自分が成長できたと感じる経験」において、専門知識・技術の向上への手ごたえや、グループ

ワークや実習を通して主体性やリーダーシップを意識した行動ができるようになったこと、自己管

理やコミュニケーション力の向上などに自信をつけた学生が多い。「大学に期待すること」「卒業す

る学科に期待すること」では、教育内容や施設設備の充実への期待が多かった。「後輩へのメッセ

ージ」では、自身の成長を支えた大学での経験を伝えることで後輩の活躍を期待するコメントが多

数寄せられている。これらのことから、本学の教育目標は依然として高い水準で達成できていると

判断できる。 
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卒業年次生に対する学修成果達成度調査集計結果 

質問1「思考力、判断力、表現力などは身につきましたか。」 

 

 

 

 

 

 

質問2「建学の精神をこれからの社会生活で実践しようと思いますか。」 
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質問3「独立した主体的な人間として判断や行動をとることができますか。」 
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質問4「人間の探究についての教養は身につきましたか。」 

 

 

 

 

質問5「自然の摂理についての教養は身につきましたか。」 
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質問6「社会の文化についての教養は身につきましたか。」 
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質問7「情報リテラシーは身につきましたか。」  
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質問8「外国語リテラシーは身につきましたか。」  
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質問9「運動や健康維持・増進についての基本的なリテラシーは身につきましたか。」 
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質問10「あなたが学んだ専門分野の知識や技術を生かして、社会でどのような役割を担うことが

期待されているかを理解していますか。」     
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質問11「専門分野の知識や技術は身につきましたか。」  
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質問12「論理的に考え分析する能力は身につきましたか。」 

 



 

 

 

20 

 

 

 

 

質問13「 常に自らの学びを省察し課題を見つけて改善することができる能力は身につきました

か。」  
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質問14「組織での活動においてリーダーシップを発揮する力は身につきましたか。」 
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質問15「他者と協調しながら目標を達成する力は身につきましたか。」 
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質問16「自分の考えを的確かつ巧みに文章或いは口頭で表現する力は身につきましたか。」 
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質問17「場面にふさわしい言葉遣いやマナー、振る舞い、豊かなコミュニケーション力は身につき

ましたか。」  
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質問18「国内的・国際的な動向や問題に幅広い関心をもつ力は身につきましたか。」 
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質問19「図書やICT機器を用いて必要な情報を収集できる力は身につきましたか。」 
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在学中に力を入れて取り組んだことを挙げて下さい（複数選択可） 
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上の設問で「その他」を選択された方は、どのようなものですか？記入ください。 

 一般のマーチングバンド 

 中津からの通学 
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 ピアノ 

 教員採用試験の勉強 

 実習 

 実習 

 絵本を読む事 

 

 

本学での学びをとおして「自身が成長できた」と実感しますか。またその理由を教えてください。（自由記

述） 

 

 

 

 

食物栄養科 

 

・ 資格を多く取得しようとしていたので、授業や勉強に取り組み続けることが出来た。教職に関

する授業では前に立って話す力が身についたと感じている。 

・ ある程度病気の知識を頭に入れることができた。 

・ 2年間という短期間でしたが、先生方の講義も分かりやすくて理解しやすかったのでとても勉

強にも励むことができました。イベント事や行事でも栄養士の卵として積極的に活動してきて2
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年間通してかなり成長したなと思いました。 

・ 先生方や友達のおかげで栄養士としての知識が身についたと思います。 

・ 成長できたと思うことは、専門知識や、調理技術、人との関わり方などです。 

・ ゼミ活動で一年次の時にあったコンテストで、最優秀賞を、取れず特別賞で悔しい思いをして、

仲間と共に切磋琢磨し合い、二年次でいろんなコンテストで最優秀賞を取れるようになれた。

一年次では何もなかったが、二年次ですごく成長したと思う。 

・ 調理スキルはもちろんですが協力することが身についたと感じます。 

・ 栄養学の知識やコミュニケーション能力が身についた。 

・ 高校時代よりも明るくなってコミュニケーション能力がとても成長した 

・ 食品関係の知識が日頃の生活にも出ていたから 

・ グループワークをやる中でコミュニケーションを使うところが多く、コミュニケーション能力は学

校の授業を受ける中でとても成長できたところかなと思いました。 

・ 日々の授業や実習を通して自分を成長させることができた。 

・ 栄養士になるための専門的な知識だけではなく、他者と上手く関わるための力や、話す力が

学びを通して成長できたと思ったから。 

・ 専門技術や知識を身につけることができ、人前で話をする力が身についたと思うから。 

・ 大学に入る前は自分から意見を言うことが出来なかったがある程度自分の意見を言えるよう

になったから 

・ 料理技術が上がった 

・ 教育実習などで、今後経験できることの無い経験と思い出が出来たから。 

・ 授業がとてもわかりやすく実践的な実習などが多かったから。 

 

初等教育科 

 

 これからは自分自身のことだけを考えるのではなく、児童が成長するためにはどうしたら良い

かを考えていかなければならないことを実感したため、自分もしっかりしないといけないと思う

ようになった。 

 苦手だと思っていたコミュニケーションも克服でき、たくさんの人と関わることが出来た。 

 自ら行動するようになった。 

 保育に関しての理解が深まったと感じるから。 

 (教職)免許を取得できたから。 

 辛い実習を乗り越えられた。 

 意見をはっきり言えるようになった 

 小学校の教諭になるための専門知識や技能だったたり、心得を教わることができたから。 

 入学前よりも多くの知識を得られたから。 

 初めて会った人との関わり方を学ぶことが出来、コミュニケーション力を身につけることができ

たため。 

 教師として働いていくための知識や技能を実際に体験していく中で少しずつ習得していくこと

ができたと思っている。その中での様々な経験が自分の成長に大きく繋がったと思う。 

 様々なものを学び、いくつかのことを経験できた 

 教育における考え方や知識、技能以外にも子どもたちとの関わり方や子ども理解において大

切なことなどを考え自ら体験し、行動に起こす機会が多くとても学びにつながりました。 

 自分の夢に向かい、教育について深く学ぶことができたから。 

 教員に必要な資質や能力を身に付けることができたから 

 自分で考えて予定を立て、就職試験までコツコツと努力していけたこと。 

 大切な友人を作ることができたし、日々のグループワークなどを通して協力して一つのものを

作り上げるために自分には何ができるのかを考えて行動することができるようになったから。 



 

 

 

31 

 

 人間日々成長していく生き物だと思うから。教員になるための学習をしてきたためか、子ども

を見る上での考え方や、学校問題のニュースを見た時の考えを持つようになったため。 

 小学校教育の基本知識を沢山学ぶことが出来たし、実際に実習にいってみて実力を確かめる

ことも出来た。まだまだ実力不足だから専攻科にいって知識や実力を高めていきたい。 

 小学校の先生になるために必要な知識・技能だけでなく、子どもに接する際の心構えや気持ち

の持ち方など、今後の人生に大きく関係することをいろいろと知ることができた。 

 学校の授業で専門的な知識を学び、また部活を通して人間関係の構築や忍耐力を身につけ

ることが出来たと思う。 

 専門的な知識を1から身につけることができた。 

 自分の1番の欠点だと感じていた人前に出て物怖じせずに話すということが出来るようになっ

た。それ以上に楽しいと感じる部分も多く、積極的に様々な活動に参加することができるよう

になった。 

 教育について実習や授業を通して理解を深め、みんなで意見を出し合ったり協力し合ったり

できたから 

 ピアノで集中力とあきらめない力がついた。 

 特別支援教育のことや子ども理解について学び、実習で実践することができたから。 

 大学入学前と今とで知識量や技術量が大幅に変化していたから。 

 実習などへ行った時に感じた気持ちや対応の仕方など、自分自身が人として成長できる機会

があったため。 

 入学前と比べて自分の知識が増えたことを実感することが多くある。またコミュニケーション能

力もたくさんの人と関わる中で向上していったと思う。 

 今までとは違う考え方ができるようになったと感じることが多くなったから。 

 専門的な知識も学びながら、社会に出る1人の人として責任感を以前よりも持つことが出来る

ようになりました。 

 実習などを通して専門的な知識をたくさん得ることができたからです。 

 考え方が大人になった。 

 勉強面でも課外活動の面でも積極的に挑戦し活動を行うことができたから。 

 徐々に成績に大きく反映されていた。 

 本学での学びを通して、実習や授業を重ねる中で、子どもへの理解がより一層深まり、特にそ

の中でもコミュニケーション能力がとても向上したと思います。本学を選んでよかったと思い

ました。 

 自分はコミュニケーションが苦手でしたが大学に入りたくさんの人と関わることでコミュニケー

ション能力がついたと思います。 

 全く知らなかった知識を得ることができたし、クラスメイトとの関わりや、先生方との関わりを

通して、社会で生きていく上でのコミュニケーション能力がついた気がするから。 

 実習での対応力や学内での演習の際にも自分で考えながら最適な行動を取ることができるよ

うになったと思います。 

 多様な視点を学び、主体的に考え発信する力が身についたことで、課題への向き合い方が変

わり、自信を持って行動できるようになったから。 

 自分の意見をもち、周囲の人にどうすれば伝わるのか考えながら発言出来るようになったため 

 本学の学びを通して自分自身が成長できたと実感します。理由としては様々な場面でクラス

の人たちや他のクラスの人と協力し、意見などを交わしながら交流し高め合うことが出来たか

らです。グループワークなどの場面もあったため、協調性をお互いに育みながら成長出来たと

おもいます。 

 自分で積極的に取り組もうとする力が以前に比べて成長出来たと思うから。 

 保育についての大切なことがよく学べたから。 

 これからに必要な知識や技術を身に付けることができたと思うから。 
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 入学前は、保育についての知識や理解がなかったが2年間の学びを通して、子どもや保育に

おいての留意点、心構えなど様々な知識や理解が深まった。 

 専門的な知識を身につけることができたから。 

 社会性がより身についたと思う 

 子どもや他の保育者との関わり方などのコミュニケーション能力が身についたと感じる。 

 落ち着いて前で話せるようになったから 

 社会人としての知識等が高校生の時よりはるかに身についたから。 

 子供たちとの関わり方が上手く理解できてなかったけど、2年間で学ぶことが出来たから 

 保育者になる上での知識が前より身につき、ピアノが上手くなったと感じるから。 

 諦めずに努力した 

 周りの人と関わりながら人間関係の築き方がよく学べたとおもうから。 

 グループワークや実践を通して自分の意見を伝えることや他の人の意見も聞き、まとめること

などを学ぶことができたから。 

 模擬保育などに対しての事前準備、事後の振り返りなどを特に頑張りました。 

 保育士として働ける自信と知識が少しは身に付いたから。 

 実践的なものが多かったから 

 資格、免許を取得するという責任感と社会に出ることの重みを感じながら4月からの期待を持

つことができるようになりました。入学当初はこのような気持ちはありませんでした。 

 専門的な知識や技術をたくさん身につけることができたから。 

 大学入学前と比べて、客観的に自分を見つめ直すことができるようになったから。 

 入学当初にはなかった考えや知識が身についたから。 

 保育についてより知識がついたから 

 様々な課題について、自身で考えをまとめることはもちろん、他の人との交流から更に考えを

深めることができ、たくさんのことを吸収できたため、自分の学びに繋がる場面が多くあった。 

 人をまとめるようになった。 

 保育の考えが変わった 

 社会に出るための知識を多く得ることができた。 

 1年次の実習では周りが見れなくて自分のことで精一杯だったけど、2年次の実習では今まで

学んだことを生かすことができ楽しく実習が楽しく終わることができ、自分の成長も感じること

が出来たこと。 

 先生方や友人たちと交流することで自分以外の意見や考えを学ぶことがたくさんできた 

 新しい知識や技術を授業で学び、それを実習などで実際に実践してみることによって、子ども

たちとの関係を築いていくことができたため。 

 保育士になれたから 

 保育の知識が何もない状態で入学したので色々なことを知って自分の力になったと思うから 

 授業や実習を通して幼児教育に対する学びを深め、実践することが出来たと思う。 

 ほとんど知識ゼロだったけど専門的な知識や能力が身についたから。 

 場面にあった言葉選びがしっかりとできるようになった。 

 病気や専門科目の学習も含めしっかりと知識が身についたから。 

 専門的なことにおいて、技術的な面も含め勉強し、身につけることが出来たと思うから。 

 夢のために、どんなにきついことでも辛いことでも諦めずに乗り越える力が身についた。 

 自分が成長できたと思うところもあるが、出来ていないところもある。自分が自信を持ってそ

れを発揮することが出来ないと思うから。 

 自分の考えをほかの人に言うことができたこと。そして、たくさんの人の前で文化祭、ダンスが

できたこと。クラスの前で発表できたこと。 

 社会のマナーを理解することができた。 

 自分で判断する力が身に付いた。 
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 報連相が身に付いたこと、専門的知識が身に付いたこと。 

 専門知識が身につき社会性が特に身についたと思うから。 

 実習や授業、人間関係を通していろいろな学びを深めることができた。 

 高校の頃とは違い、人間関係や研究会活動で自分らしく考えて行動することができたから。 

 自分は自分の意見がなかなか言えず他の人に頼ってしまうことが多かったですが、徐々に言

えるようになったこと。 

 専門知識が身についた。 

 専門職の知識がついた。 

 様々な考えや視点に触れることが出来た。 

 実習のときの観察する力や、保育士の姿などが、授業にも活かせたり、授業で習ったことを実

習に活かせたりと、保育のことをたくさん学べ、成長できたと思う。 

 専門分野に対する知識が増えた。 

 保育者になるための知識を得ることができた 

 大学生になって様々なことに対して自分がどう思うかを考えるようになったからです。      ま

た、ニュースなども以前より見たりするようになって社会のことに関心を持つようになったから

です。 

 子どもについての専門的な知識や人とのコミュニケーションを2年間通して身につけることが

できた 

 入学した頃と比べてコミュニケーション能力が大きく変化したと思う。自分自身で実感するし、

周囲の人にも言ってもらえることができたから。 

 人前で話すことに抵抗がなくなり、グループ活動等を通して協調性が高まったと感じているた

め。 

 実習やボランティアを通して実践的な力を身につけることができたと思う。 

 保育の在り方がわかった。 

 専門分野について知ることができた。 

 実習では実際の現場で学ぶ上で子どもに対して声掛けの仕方や保育者の動きを見て考える

力や、相手のことを考える気持ちを学ぶことが出来て、人見知りもなくなり色々な人とコミュニ

ケーションを取れるようになったからです。 

 実習を通して現場の雰囲気や人間関係人との関わり方を学ぶことができました。 

 計画性を持って大学の勉強や実習に取り組むことが出来た。 

 

専攻科初等教育専攻 

 

 楽しかったから。 

 専門的知識がかなりついたと思う。 

 考え方や行動が落ち着いた。 

 

 

卒業後の進路は希望に沿ったものですか。 
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大学で学んだことが進路において役立つと感じていますか。 
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大学に期待すること（自由記述） 

 

食物栄養科 

 

・ 設備の新調をしてほしい 

 

初等教育科 

 

 実習の交通費が場所によって大きく変わるので、遠い所はある程度大学で出して欲しいです。      

できれば実習で使った教材費材料費も一律出してもらえると助かります 
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 先生方に、学生によりそってほしい。やはり、不安なことは絶対にあるからその時にたよられる

ため。私自身は、寄り添ってもらい大変助かりました。 

 興味関心のある分野を深く学べる環境や将来のキャリアに役立つスキルを身につけていくこと

ができる環境づくり。 

 進路指導や基礎演習などのカリキュラムをもう少し見直すべきだと思います。手厚く指導、支

援することは時には学生の自主性や主体性などを欠くことに繋がると思います。自分たちは高

校生なのかなとも思ってしまう内容が多くありました。また、授業評価を入れたら今学期の目

標や振り返りなどはやめた方がいいと思います。これをしたとことで学生のモチベーションは

上がらないと思いますし、逆に自分達は中学生なのかとも感じて逆に士気が下がる感じがし

ていました。もう少し、大学生としての扱い方をしたほうが良いと思います。 

 行事予定を早く正確に出してほしい 

 学生が停められる駐車場を作ること 

 教員が親身になって色々してくれる 

 英語力を強化してほしい。 

 友人関係や社会に出た時のマナーなど 

 駐車場が広くなりますように 

 駅から大学までのバス。 

 駐車場 

 これから、たくさんの保育士や未来に希望を持った人がいたら嬉しいです。 

 将来に向けての専門的な知識や理解が身につくようになるとよい。 

 資格取得のための授業 

 エレベーターなど便利になって欲しい 

 休憩スペースを増やして欲しいです。 

 専門知識の獲得。 

 もう少し学校に行きたくなるようにして欲しい。冬はイルミネーションとか。 

 地域に根ざした人材の育成 

 保育士の魅力等をたくさん伝えて、保育士になる方たちをたくさん育ててほしい。 

 設備の充実 

 先生と生徒の距離が近いという点が魅力的なポイントだと思うので、この大学の雰囲気を継

続してほしいです。 

 建物のバリアフリー化を希望する。大学までの道を、車が通りやすいようにして欲しい。 

 車を店に停める人もいたため駐車場を作って欲しい。 

 

専攻科 

 

 特になし 

 特にありません。 

 

卒業する学科に期待すること（自由記述） 

食物栄養科 

 

・ 2年の後期も調理実習を取り入れるとよい。 

・ これからも学びを深めてほしい。 

・ 第二外国語が取れるようにしてほしい 

 

初等教育科 
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 資格取得や実践的な実習などが受けられる環境 

 試験日程をもっと早く出してほしい。教員採用試験の内容に関係のある科目を1年の時に受

けたかった。 

 小学校教諭を目指す人だけのコースを作って欲しいです。そうすれば、1年次から小学校教諭

に関連する学びを受けることができると思います。 

 初等教育科では先生になるために必要となる様々な力を身につけられる場であると思う。先

生方のサポートもとても手厚いためこれからも続けて行ってほしいと思っている。 

 パソコンや教科書の購入を促すのであれば、もっと使用頻度をあげるべきだと思いました。ま

た、スライドの内容が教科書に書かれていることと全く一緒のこともあり、それなら買わなくて

もいいのでは？となるのでこれから入ってくる後輩のためにも今一度そこら辺の見直しをして

あげてください。 

 授業の内容が薄く、一方的な授業も多く学生の主体性が育たない授業が多かった印象でした。

もう少し議論したり、レポートを通して見聞を広げたり、プレゼンを通して人前で自分の意見を

発表したりする活動が多くあるといいと思いました。また、小学校の現場で使える知識が少な

すぎると思います。もっと指導要領の内容を深く読み込んで、どの様な力を育てないといけな

いのかなどを考えて議論したりする授業が欲しかったです。 

 初心者ピアノコースを設けてほしい。 

 小学校の内容に関する授業がもっと増えたらよいとおもいました。 

 実習の際の交通費は正直に言うと学生からしたらとんでもない料金です。何かしら車を持っ

ている人は車で行かせてあげたいです。ほんと、めちゃくちゃ高いです。電車＋バスの往復は

1日で2.3000円くらいかかる人もいるのでかわいそうです。 

 全休にできる日を作ってあげて欲しい。一限だけのために学校に来ないと行けないのは大変。 

 教育について、子どもについて理解を深めることが出来る。 

 全ての科目で演習をもう少し増やすべき。座学も大事だが、演習の方が身につきやすいため。 

 保育士になりたいと思ってもらえるような環境（保育士の魅力が伝わるような工夫の意か）。 

 研究会へ入る生徒が少ないので、もっとたくさんの人に入って欲しいと思う。 

 将来、子どもと関わる職業につかなかったとしても初等教育で学んだことを活かしながら実習

や学校での学びを楽しんでいって欲しいです。 

 保育をするにあたっての正しい知識や技術、心構えが身につく。 

 クラス外の人と仲良くなれるような交流会があったら良かった 

 資格取得の取り組み（在学中に取得できる資格の拡大の意か）。 

 現場に近い実践的な授業 

 療育について学ぶことが出来る環境を整えて欲しいです。保育の世界はまだまだ深いなと感

じています。現場しか分からないことは勿論ありますが、学生時代に多くの選択肢を知ること

が出来学ぶことが出来たら就職先の視野も広がりますし、自分のしたいことをみつけ、実習へ

の気持ちも変わると思います。 

 専門知識の獲得、実技の向上 

 もっと分かりやすく説明して欲しい。徐々に保育学生の質が下がっているように思えたので、

学校で社会のマナーを教えて欲しい。 

 保育の人材の育成 

 保育で活かせる制作の授業なども増やしてほしいとおもう。 

 実践的な講義を増やしてほしい 

 一年生の時から実習で経験を積めるなどの教育の内容を勉強する以外の実践的な部分がと

ても自分のためになったと感じているので、実習以外の授業の中でも、生徒が何か行動する

内容をさらに増やしていって欲しいです。 

 先生との距離が近いのはいいと思うけど、授業中にも近すぎると授業の妨害になっているなと
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感じるときがあった。 

 質の良い保育士を作ってください。 

 

専攻科初等教育専攻 

 

 授業の組み方 

 これからより深い教育と、より実践力のある教員育成をよろしくお願いします。 

 

後輩へのメッセージ（自由記述） 

食物栄養科 

 

・ 時間を大切に活用する事 

・ 人間関係をきちんと築いていた方がいいと思います。 

・ 新しい食品の学びが出てくると思うので、深く学び続け、一つ一つの事に疑問や自分の意見

を持っていってほしい。 

・ 2年間はすごくあっという間にすぎていくので、勉強も大切だけど、アルバイトをしたり、友人と

遊んだりたくさんの経験をして、楽しんでください。進路は早いうちから大まかに決めておくと

2年生になった時にスムーズに就職先を探すことができると思います。頑張ってください！ 

・ 2年生は実習や就活などで忙しいので、1年生のうちに遊びや車校やバイトなど色々したいこ

とをした方がいいと思いました。就活は履歴書だけ書いておくなど特に早めに動くことが大切

だと思います。 

・ 短大の食物栄養科は、学期ごとの授業コマ数も多く大変だと思うが、計画性を持ちつつ楽し

い学生生活を送ってほしい。 

 

初等教育科 

 

 環境が変わって少しならいいやっと思うことが増えるかもしれないけど油断すると痛い目を見

るので気を引き締めて大学生活を楽しんでください。 

 思いっきりやった方が学べる‼ 

 卒業後に就職する方は遊ぶチャンスなのでたくさん遊んで、たくさん学んで楽しんで欲しいで

す。 

 別府大学は、学生を支えてくれ夢に向かって学びやすいところです。初めての人、ことだらけ

で心配になったり不安になったりすることもあると思いますが、友達は沢山できるし、先生方も

親身になって話をきいてくれます。だから、大丈夫です！良い大学ライフを楽しんでくださ

い！！ 

 大学で様々な経験を行い、多くの知識や技能を身につけられるように頑張ってください。そし

て大学生活を全力で楽しんでください。 

 小学校教諭を目指していても幼児教育を学ぶことはとても役に立ちました。 

 自分の夢に向かって頑張って下さい。 

 毎日楽しく過ごしてほしいです。 

 がんばれ。がんばるって感じでがんばれー 

 がんばってください。 

 大学生活は将来の目標に向けての最終段階の場であると思います。全力で大学生活を謳歌

できるかは、これからの皆さんにかかっていると思います。全力で楽しみつつ、全力で勉強に

取り組み、最高の大学生活にしていただければと思います。 

 皆さんが学ぶ初等教育は、子どもたちの未来を支えるとても大切な分野です。日々の学びや
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実習を通して、多くのことを経験し、成長していくことでしょう。うまくいかないことや悩むことも

あるかもしれませんが、その一つひとつが大切な学びになります。仲間や先生方と支え合いな

がら、自分らしい教育を探求してください。これからの未来を担う子どもたちのために、一緒に

頑張りましょう！ 

 自分の苦手なものを知り、どう向き合うか早めのうちに考えることが大切だと思う。機会を重

ね、自ら苦手なことに挑むことで価値観が変わることもあると感じた。 

 一生懸命目標に向かって頑張ってください 

 色んなことに挑戦してみてください。 

 自分のペースで頑張ってください。自分の時間も大切に。 

 あまり気負わずに、自分らしく頑張ってください。 

 まだ1年あると思っていても本当にあっという間だったので学生の間にたくさんのことをしてお

いて、授業もある程度出て楽しんでおいた方がいい！ 

 頑張って！！！ 

 2年間、実習や大変なこと、辛いこともあるけど、その分思いっきり遊んで思い出いっぱいの短

大生活過ごしてください！！ 

 頑張ってください 

 大学生活の中で、勉強と遊びとアルバイトなど自分がやりたいと思ったことはできるうちにやっ

て欲しいと思う。 

 自分みたいに後悔しない選択をしてほしいです。 

 大学生活は貴重な時間です。学業や課外活動に積極的に取り組み、多くの経験を積んでくだ

さい。失敗を恐れず挑戦し、自分の可能性を広げましょう。 

 大変でも取れる資格はとにかく沢山取っておくべき！！いざ就職を考える時に絶対に役に立

つ！その時は使わないと思っても、意外な場所で活用できたりするから！！ 

 初等教育で学ぶ2年間はあっという間でとても楽しいものになりました。実習が続いて、大変

な期間があるかもしれませんが、自分自身の学ぶ姿勢で得るものは変わってくるので、学ば

せてもらっているという姿勢を大切にしながら頑張って欲しいです。大変な時も楽しめるとい

いと思います！沢山遊んで沢山食べて沢山寝て喋って、実習にいってキラキラの2年間を過

ごしてください。 

 2年間は、あっという間に過ぎていくので、たくさん学び、たくさん楽しんで悔いがないような

学生生活を送ってほしいです！ 

 手遊びとかは自分で学ばないといけないので友達とそこはやった方がいい。 

 頑張ってください。 

 実習や授業頑張ってください。 

 こつこつがんばってください。 

 大変なことも役に立つと思ってがんばって欲しい。 

 やりたいことは、その瞬間にするべきです。学生はお金がありません、しかし時間があります。

本当にしたいことを諦めないで欲しいです。例えば、留学がしたい時、諦めないで欲しいです。

お金が無いからと理由にせず、どうしたらしたいことが叶うのか考えること、親を説得すること、

奨学金を借りること、考えることも学ぶことだと思います。 

 別府大学短期大学部はとてもいい大学です。自分の夢を見つけ、そして叶えるためにこれか

らも頑張ってください！ 

 自分の夢に向かって頑張ってください。 

 頑張ってください。 

 たくさん遊んでたくさん学んで実習でしか学べないことをたくさん学ぶ 

 辛いことがたくさんだと思いますが、なんとかなります。自分が壊れない程度にがんばってくだ

さい。 

 別府短大の先生方は皆さんほんとに生徒に寄り添って考えてくださる方々なので、沢山頼っ
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て沢山保育についての知識を身につけて欲しいと感じます 

 実習きついぞー！！！でも、学校では学べない実際の子どもの姿や社会のことについて学ぶ

ことが出来、凄く勉強になるから、がんばれ！あとは、学生生活たくさん悔いなく思い出を作っ

て楽しむこと！ 

 提出物などたくさん出てくることがあるけど、予定通りやることをお勧めします。 

 頑張ってください 

 忙しいけど頑張ってください。 

 2年間はあっという間です。学生生活、勉強面と遊び両立して楽しんでください。 

 保育士は想像以上に大変な職種だと思います。実習も2年生になると多く、その分オンデマン

ド課題も増えてきて中には頭が混乱して気持ちが不安定になる人もいると思います。でも無

理せずこの日はこの課題をする！と決めているとあとから追い込まれずに済むので、コツコツ

頑張ってください！ 

 保育士になるまで、色んな悩みや苦労があると思いますが、自分の夢に向かって頑張ってくだ

さい。 

 自分の目標に向かって、先生と相談しながら頑張る 

 楽しむことを大切に。他人と比べすぎず、自分と向き合って頑張ってください！ 

 専門的な知識だけでなく、コミュニケーション能力や礼儀をしっかり学んで行って欲しい。 

 実習とかは凄く大変だし辛いと思うけど終わると凄く成長出来るので頑張ってください！！！ 

 課題など期限を守って残りの学校生活を楽しんでください。 

 真面目に授業に取り組み、保育士のあるべき姿や、保育士としての社会の役割を学んでくだ

さい。 

 

専攻科初等教育専攻 

 

 専攻科では初等教育科よりもより深い学びをする事ができます。楽しいことは勿論沢山ありま

すが、時には辛いこともあるかも知れません。そんな時に周りのみんなと協力しながら乗り切

っていってください！応援しています。 

 しっかり勉強を頑張ってください。 

 専攻科では、しっかり勉強して欲しいです。しっかりすれば力がつきます。 

 

 


